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本
会
で
は
、
例
年
、
連
合
会
の
活
動

や
運
営
の
参
考
と
す
る
た
め
、
先
進
都

市
へ
の
視
察
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
災
害
時
に
お
け
る
自
衛

隊
の
救
援
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
を

目
的
に
、
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地
へ

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

平
成
3
0
年
2
月
9
日
（
金
）
　
に
3
3
地

区
・
校
区
の
連
合
会
長
の
う
ち
2
0
名
が

参
加
し
、
茨
木
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
合
同
で
視
察
を
実
施
し
ま

した。ま
ず
始
め
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
自
衛
隊
の
活
動
記
録
を
ま
と
め
た

映
像
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

3
6
普
通
科
連
隊
第
4
中
隊
三
上
隊
長
か

ら
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
隊
の

活
動
に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。
当
時
は
、
青
森
県
の
駐
屯
地
に
お

ら
れ
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
被
災
地
へ

向
か
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
直
面
し
た

の
は
、
水
不
足
と
寒
さ
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
そ
の
後
、
双
葉
町
の
老
人
介

護
施
設
に
て
避
難
の
手
助
け
、
石
巻
市

に
て
避
難
所
へ
の
物
資
の
運
搬
や
給
水

活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
島
第
一
原

発
が
津
波
の
被
害
に
遭
っ
て
い
た
た
め
、

爆
発
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

恐
怖
の
中
、
隊
員
の
方
々
は
愚
直
に
任

務
を
遂
行
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

自
衛
隊
の
主
な
目
的
は
、
日
本
の
平

和
と
安
全
と
独
立
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
隊
員
の
方
々
は
日
々
訓
練

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

し
て
、
毎
日
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
と
茨
木
市
と
の
関
わ
り
で
は
、

土
砂
災
害
が
起
き
そ
う
な
地
点
の
点
検

や
全
域
防
災
訓
練
で
の
炊
き
出
し
な
ど

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
救
援
活
動
に
使
用
す
る
装

備
品
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
実
際

に
触
れ
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
資
料
館
を
見
学
し
、
自
衛
隊

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
連
合
会
長
の
方
々
は
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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講義の様子ワークショップの様子

地
区
・
校
区
連
合
自
治
会
長
研
修
会

日
　
時
　
平
成
2
9
年
日
月
2
7
日

テ
ー
マ
　
「
組
織
運
営
に
お
け
る
会
議
の
あ
り
方
を
考
え
る
－
意
見
を
つ
な
ぎ
・
ひ
き
だ
す
会
議
術
－
」

講
　
師
　
有
限
責
任
事
業
組
合
ま
ち
と
し
ご
と
総
合
研
究
所
　
三
木
　
俊
和
氏

参
加
者
の
方
か
ら
は
、
「
会
議
の
目
的

の
明
確
化
、
事
前
準
備
の
必
要
性
等
が
よ

く
理
解
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
会
議
に
生

か
し
た
い
。
」
、
「
会
議
に
つ
い
て
の
研
修

会
は
、
参
考
に
な
っ
た
。
フ
ア
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
役
割
の
大
切
さ
が
理
解
で
き
た
。
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
例
年
、
会
員
及
び
地
域
の

方
を
対
象
に
自
主
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
は
、
日
頃
の
会
議
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
目
的
に
、
有
限
責
任
事
業
組
合
ま

ち
と
し
ご
と
総
合
研
究
所
三
木
俊
和
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
「
組
織
運
営
に
お
け
る

会
議
の
あ
り
方
を
考
え
る
－
意
見
を
つ
な

ぎ
・
ひ
き
だ
す
会
議
術
－
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
平
成
2
9
年
日
月
2
7
日
に
福
祉
文
化

会
館
3
0
2
号
室
で
茨
木
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
と
合
同
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た。
各
地
区
・
校
区
連
合
会
長
2
4
名
、
市
民

活
動
団
体
か
ら
2
1
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。
研
修
会
前
半
は
、
「
組
織
運
営
に
お

け
る
参
加
型
の
会
議
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

三
木
先
生
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
会
後
半
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
入
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

決
定
権
を
持
た
な
い
者

を
指
し
ま
す
。

愚轡

【
フ
ア
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】
と
は
、

集
会
や
会
議
な
ど
で
、
テ
ー
マ
・

議
題
に
沿
っ
て
発
言
内
容
を
整
理
し
、

発
言
者
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
順
調
に

進
行
す
る
よ
う
に
口
添
え
す
る
役
を

意
味
し
、
議
長
と
違
い
、
　
　
　
・
W

講
義
で
は
、
地
域
に
お
け
る
若
者
の
減

少
や
担
い
手
の
高
齢
化
、
取
り
組
む
課
題

の
変
化
に
よ
り
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け

入
れ
る
会
議
の
あ
り
方
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
会
議
の
目
的
に
よ
っ
て

あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、

【
報
告
・
共
有
の
た
め
の
会
議
】
の
場
合
は
、

⑳
目
的
を
決
め
て
お
く
。

⑳
議
題
と
内
容
を
予
め
配
布
し
て
お
く
。

⑳
議
論
と
決
め
事
を
わ
け
て
早
く
終
わ
ろ

う
と
意
識
を
す
る
。

）

と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

ま
た
、
会
議
運
営
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

実
際
に
参
加
や
連
携
が
促
さ
れ
て
い
っ
た

事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
6
～

7
名
で
1
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
フ
ア

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
進
行
に
そ
っ
て
、
「
良
い

会
議
と
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
会
議

に
お
け
る
悩
み
を
振
り
返
り
、
よ
い
会
議

の
た
め
の
改
善
策
や
工
夫
に
つ
い
て
話
し
　
篭

合
い
ま
し
た
。

）

⑳
こ
う
い
う
会
議
に
し
た
い
と
合
意
し
て

お
く
。

【
考
え
・
ア
イ
デ
ア
を
だ
す
た
め
の
会
議
】

の
場
合
は
、

⑳
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
ほ
し

い
と
伝
え
る
。

⑳
フ
ラ
ッ
ト
な
場
づ
く
り
、
意
見
が
出
や

す
い
工
夫

⑳
お
も
て
な
し
の
精
神

1
意
見
の
促
進
に
つ
な
が
る
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疇＿＿嬰等要田田窃
みなさんの地域ではどのような地域活動をされていますか？

全国各地で取り組まれている自治会加入促進や楽しく取り組める地域活動について特集記事

を作成いたしましたので、みなさんが地域活動を行う際の参考にしていただければと思います。

健康できれいなまちづくり運動（ラジオ体操＋地域のごみ拾い）

夏休みにこども会で行われているラジオ体操に、自治会昌の健康づくりや

世代間の交流を目的として大人も参加できるようにして、地域みんなでラジ

オ体操をした後に参加者全員でゴミ拾いをしています。

イベントの参加者も増え、健康づくりにも良く、地域も綺麗になる効果的

禁な取り組みです。

わんわんパトロール

地域の防犯活動を充実させるために、犬の散歩をしている自治会昌に

働きかけ、犬の散歩の際には防犯用のジャケットを着用してもらいます。

何も特別なことはしてもらわず、普段どおり散歩するだけですが、地

域の犯罪予防や地域住民の防犯意識の高揚と防犯活動への関心を高める・定

効果が見込まれます。

餅つき大会と防災訓練

防災訓練への参加者が少なくなっていたため、地域の人と交流するこ

とにより楽しんで参加することを目的として、防災訓練と地域の餅つき

大会を合同で開催しています。

2つのイベントを合同で開催することにより、今までよりも来場者が

多くなり、啓発活動と交流事業が効果的に行えます。

こどもサバイバルキャンプ

こどもたちに楽しみながら防災に関する意識を身に着けてもらうために、地域のこどもたちを対象

にした避難生活体験キャンプの実施をしています0　　　　　熱　　帯

大地震を想定して、避難所にテントを設営し、水や電気、電話が

使えないと想定して、一夜を過ごしてもらいます。

実際に消火器に触ったり、バケツリレーやペットボトルを使った

ラ示ン定▼リ▼毒し妄り音読ど表這嘉を身近【三感じ主も蒜妄言。約東
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嵐、訓練やふるさとまつりなどの地域活動に大きな力となりました。

茨木市自治会連合会では、自治会等でおこなわれている活動や催しを、機関紙で紹介したいと考え

ております。自治会や校区・地区の連合会において取り組まれている特徴的な活動や負担軽減のため

の改善策など、教えてもらえませんか？

内容は、取材に行かせていただきますので、事務局までご連絡いただきますようお願いします。

℡620－1604（直通）

茨木市自治会連合会で作成しております回覧板

を1枚200円で配布しております。

配布枚数の上限は、各自治会の班数×2までで

お願いします。

市民協働推進課（自治会連合会事務局：市役所

本館2階10－①番窓口）まで現金を持って取り

に来ていただきますようお願いします。

茨木市自治会連合会では、「自治会加入案内チ

ラシ」（A4版）、「自治会ハンドブック」（冊子）を

作成しております。各自治会で未加入世帯に加

入促進される時に是非ご活用下さい。

ご希望の場合は、市民協働推進課（茨木市自治

会連合会事務局：市役所本館2階10－①番窓口）

までご連結もしくは取りに来てください。

℡620－1604（直通）

ふ潤自治会長説明会を開催しますJぜひご参加をJ簸［ 
茨木市、茨木市社会福祉協議会と合同で平成30年度も自治会長説明会　　　　　遍一一′盛iiii蘇∴ 

を4月26日（木：夜）と5月6日伯：昼間）の2回実施いたします。 

芸諾認諾慧慧警慧警せて実施いたしますので、閑茎　箋＿＿ 
案内につきましては、3月15日発送の市からの自治会長宛送付文書にて送付いたします。　　昨年の様子 

自治会長の皆様は、是非ご参加くださいますようお願いいたします。 

ノ／ 

′r畑7′ン二／ノ′′；〕次なる 

・44－ 

′畑ン：：二三′と・・′；次木へ0 

吉∠・左鳥　茨木には、次がある。 

平成30年は市制施行70周年 

編　…後－

年度末が近づき、あれもこれもと気持ちばかり

が焦る日々が続いています。これからも読みやす

い誌面づくりを目指していきますので、よろしく

お願いいたします。（N）


